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２．現在の保安検査（モニター業務）

はじめに
１．課題認識とANAの挑戦

検査員A

検査員B

検査員C

レーン１

レーン2

レーン3

機内持込制限品
の有無を判断

機内持込制限品
の有無を判断

機内持込制限品
の有無を判断

• 航空需要の回復
コロナ禍が明けて以降、航空需要は急激に回復しており、今後さらにインバウンド旅客の増加が⾒込まれる。

• 保安対策の重要性
テロ・ハイジャックを防ぐため、空港での確実な⽔際対策が不可⽋。

• 保安検査業務の効率化の必要性
⽇本の労働⽣産⼈⼝が減少する中で、業務の効率化が喫緊の課題。

ANAでは航空保安の分野でもAIを活⽤した新技術を取り入れるべく挑戦しています。

運用するモニター1台に対して1⼈の検査員
（モニター業務担当者）を配置

例）3レーンを運用する場合は、3⼈の保安
検査員が必要

2



InnerEye

1荷物画像の開被判断処理時間︓＜0.4秒

＊システムとしての1画像表示時間
（3枚〜/秒）

通常手法

1荷物画像の開被判断処理時間︓数秒〜数⼗秒

（参考動画︓画像の処理スピード）

【現状】
•⼿荷物の荷姿が多様なため判断ポイントが複雑であり、画像判定までに時間が掛かる。
•モニター検査に掛かる時間が検査員の経験によりバラツキがある。

３．モニター検査の所要時間の削減と均一化

上記課題を解決するために、株式会社マクニカ社に協⼒を得て、欧州にて実証実験が⾏われて
いるInnerEye社の「脳波による画像識別」を国内の保安検査場への導入を目指した検証を実施。

課題と対策
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４．モニター検査の精度の向上

課題と対策

【現状】
• ⼀つの画像を⼀⼈の検査員が判定するため、経験値により精度に差が⽣じるリスクがある。

⼀つの画像を複数⼈の検査員の脳波で判定するとともに、AIによる画像識別も⾏う

判定システム仕組み - ⾒落しリスク軽減/判定率向上 -

危険物

現在

同じ画像でも経験/知識/体調等により判断がバラつく
1レーンを1人で担当している為、検査員の能力に依存する

InnerEyeシステム

検査員A

危険物
開封判断

レーン１

AI

1つの画像に対して複数/複合的に判定する為
誤判定リスクが軽減できる

システム判定

危険物
開封判断

危険物

検査員B

危険物
開封判断

レーン2

検査員C

OK

未開封判断
レーン2

検査員A

危険物
開封判断

検査員C

OK

未開封判断

危険物
開封判断

©Macnica, Inc.

4



課題と対策
５．新技術と⼈の掛け合わせによる検査精度の向上と効率化①

• 脳波による判定で検査時間を短縮。
• 複数⼈の目とAIによる⾒落としリスクの低下。
• システム判定とマニュアル判定のダブル体制を構築。

全レーンの
手荷物画像

判定結果

全画像を
各WSへ
＊最低2回表示

検査員脳波判定と
AI判定結果一致

検査員脳波判定と
AI判定結果不明確
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• 遠隔検査体制(集中管理体制)の構築による検査員不⾜への対応

課題と対策
５．新技術と⼈の掛け合わせによる検査精度の向上と効率化②

InnerEyeシステム現在

1レーンに1人の検査官が現場にいる必要あり
15レーンの場合：15人 中央監視室（別室）で3人体制（〜15レーン）
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ここまでご紹介してきた通り、⽣産性が⾼く⾼度な保安検査が実現できる日は近づいていると確
信しています。しかし、最終的にこれらを導入し、その効果を最大限に活⽤していくためには、
これらに適合した基準の⾒直しも必要になります。
具体的には、
①脳波による判定やAI等を活⽤した新技術における⼈員配置基準等ルールの変更・⾒直し
②検査員の⼈員確保が難しいローカル空港における新技術の展開

例えば、各空港の検査モニター画像を⼀元的に集約し判定するなど。

最後に
６．新技術の導入に向けて

＜現⾏の⼈員配置基準＞
保安品質を担保し
新技術に⾒合った⼈員配置へ

【現⾏】

AI/新技術 AI/新技術

【AI等新技術を活⽤した⼈員配置】
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